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論文内容の要旨
大腸菌トリプトファン・オペロンの最先端に位置するシストロン内で生じたナンセンス変異は翻訳
及び転写段階での極性現象をひきおこすが、次のシストロンの蛋白合成再開始点を欠失した場合でも転
写段階の極性は消失しない。しかし極性は弱くなる。又極性の位置効果は維持される。これらから極
性の強さ及び位置効果は今まで考えられていた蛋白合成再開始点からナンセンスコードンまでの距離
に依存するのみならず、転写終止点からの距離じも依存することが明らかとなった。又これらから極
性現象が転写段階での RNA 合成停止によって生じることが示唆された口
論文の審査結果の要旨
細菌の遺伝形質の発現の制御機構を理解するための極めて有利な系のーっとして、従来から大腸菌
のナンセンス変異による極性現象が注目され研究されてきた。それは蛋白質合成の特に終止の機構を
知る上で直接重要なものであり、これに関してはかなり詳細に in vitroでト追求されてきた。しかし蛋白
合成の制御機構と RNA 合成の制御機構は密切な関係におかれていることが予想されていたにもかか
わらず、その面での研究は遅れていた。
本研究は上記の RNA 合成と蛋白質合成のカップリング現象を解明するに必要な諸現象を大腸菌の
トリプトファン合成系遺伝子鼻の極性変異株を用いて in vivo で解析したものである。この研究によっ
て以下に述べる諸現象が明らかにされた。即ち
(1) 極性の強さは蛋白質合成の再開始点、から変異位置までの絶対距離によってきまる。
(2) 変異位置以降で合成される mRNAは変異位置より前部のmRNA と連っている。
(3) ナンセンス変異より後部で全く蛋白合成がない時にも変異位置以降での RNA 合成は可能であり、
かっ極性現象( RNA 合成面での)がみられる。
(4) 極性の強さは蛋白質合成の再開始点から変異位置までの距離に依存するのみならず、 RNA 合成
唱EA噌EA
の終止機構の存在する部位から変異位置までの距離にも依存する。
以上加納君の論文はナンセンス変異により蛋白質合成が停止すると変異位置以降の蛋白合成の生じ
ない部分に対応する DNA 上で RNApolymerase の進行が阻害されるようになるという按雑な過程の
解析を通じて、 RNA 合成と蛋白合成の共事厄特に終止の分子機構を明らかにしたもので、用予博士の
学位論文として充分価値あるものと認める。
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